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行動計画の主な目標の達成等の状況（平成１７年度末）

（１）生産から消費に至る食品の安全性の確保

参　　考

農産物（林産物を含
む）の安全性の確保

農薬取締法の遵守
農薬販売業者及び使用者への
立入検査、巡回指導数

県農業技術課
立入　100件／年 立入　100件／年

巡回　 50件／年
立入　88件/年
巡回  10件/年

立入 88%
巡回 20%

- 2

さらに取り組みを推進していく

1
立入　99件/年
巡回　10件/年

農薬管理指導士認定者数 県農業技術課 501人 600人 647人 108% 148% 2

引き続き実施していく

1 562人

農薬適正使用ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ認定
者数

県農業技術課 － 300人 153人 51% -

引き続き実施していく

1 105人

非農耕地用除草剤の販売点検
店舗数

山梨農政事務
所

70店舗／年 420店舗 313店舗 75% 70% 2

引き続き実施

1 164店舗

特用林産物生産技術研
修会の実施（品質向上
研修会）

研修開催回数 県林業振興課 ２回／年 ６回／年 ５回／年 84% 75% 2

開催地区の統合により規模を拡
大して実施 ３ ６回／年

畜産物の安全性の確保 飼料安全法の遵守 違法飼料給与農家割合 県畜産課 0% 0% % 達成 - 2

引き続き実施していく

1 0%

飼料の安全性について啓発指
導した牛飼養農家戸数割合

県畜産課 100% 100% 100% 100% - 2

引き続き実施していく

1 100%

家畜伝染病予防法の遵
守

家畜伝染病の発生回数 県畜産課 ４～５回／年 ０回／年 ６回 未達成 - 2

衛生管理の徹底等家畜保健衛生
所による指導を引き続き実施し
ていく

1 ６回

ＨＡＣＣＰの考え方を
取り入れた衛生管理手
法の導入

ＨＡＣＣＰ方式のデータ収集
（特定疾病の実態調査）

県畜産課 240検体 720検体 578検体 81% 71% 2

引き続き実施していく

1 240検体

減農薬、減化学肥料の
取り組みの推進

環境保全型農業の推進 エコファーマー認定数 県農業技術課 1,843人 3,000人 6,513人 218% 404% 2

さらに取り組みを推進していく

1 2,404人

甲斐のこだわり環境農
産物認証事業の推進

環境農産物に認証された農産
物数

県果樹食品流
通課

11 35 31 89% 84% 2

今年度は、昨年度に比べ実績が
下がってしまったが、引き続き
目標達成に向けた取り組みを進
める。

1 45

環境保全型農業の産地
化支援

削減栽培取り組み産地数 県農業技術課 － 7 7 100% － 2

引き続き実施していく

1 2

食品製造施設等におけ
る安全性の確保

食品製造施設等の監視
指導

監視指導計画に基づく監視率 県衛生薬務課 － 100% 17,138施設 127% － 2

山梨県食品衛生監視指導計画に
基づき引き続き実施していく。 1 125%

食中毒防止対策
人口10万人あたりの食中毒患
者発生数

県衛生薬務課 31.1人 22人 28人 未達成 - 2

引き続き実施していく。

3 15人

給食施設における安全
性の確保

特定給食施設等に対す
る監視指導の実施

給食施設個別巡回指導実施施
設割合

県健康増進課 24.40% 33.30% 59.40% 179% 394% 2

巡回日を定めて実施するなど計
画的な取り組みを推進してい
く。

１ 32.04%

適切な栄養管理がされている
施設割合

県健康増進課 －
80％

（最終目標100％）
59.40% 74% - 2

さらに取り組みを推進。

１ 32.04%

学校給食における安全
性の確保

学校給食関係者に対する研修
会の実施回数

県スポーツ健
康課

２回／年 ２回／年 ２回/年 100% 100%

引き続き実施

1 ２回/年

学校給食施設巡回指導回数
県スポーツ健
康課

約20回／年 約40回／年 32回/年 80% 60%

引き続き実施

1 27回/年

＊「目標の達成の見込み」欄は、１：達成可能、２：達成困難、３：予想不可能
　「分類」欄は、１：廃止、２：継続、３：その他　　を記入してください。

平成16年度末実績分類 内容

目標の
達成
見込み

備考目標とする事項 指標 関係部署
平成17年度末実績

C
平成18年度末目標

B
策定時(H15)

A
取り組み、事業

今後の方針進捗率
（％）
(C-A)/
   (B-A)

達成率
（％）
C/B
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行動計画の主な目標の達成等の状況（平成１７年度末）

食肉処理段階における
安全性の確保

と畜検査の実施
と畜場で処理された枝肉の微
生物検査を実施した枝肉数

県衛生薬務課
牛枝肉 58頭
豚枝肉 64頭

牛枝肉 120頭
豚枝肉 120頭

　牛枝肉  67頭
  豚枝肉  83頭

　56%
  69%

15%
34%

2

引き続き実施していく。

1
　牛枝肉 144頭
豚枝肉 164頭

食鳥検査の実施
食鳥処理場で処理された鶏と
体の微生物検査を実施した羽
数

県衛生薬務課 83羽 120羽 279羽 　233% 530% 2

衛生管理の推進のため微生物検
査による確認・指導を積極的に
実施していく。

1 84羽

流通・販売段階におけ
る安全性の確保

農畜水産物の農薬、抗
菌性物質等の残留検査

監視指導計画に基づく収去検
査実施率（残留農薬）

県衛生薬務課 － 100% 182検体 110% - 2

引き続き実施していく。

1 97%

監視指導計画に基づく収去検
査実施率（残留動物用医薬
品）

県衛生薬務課 － 100%
抗生物質　113検体
抗菌性物質　119検

体

163%
190%

- 2

引き続き実施していく。

1 98%

市場及び販売店等に対
する監視指導

監視指導計画に基づく監視率 県衛生薬務課 － 100% 17,138施設 127% - 2

引き続き実施していく。

1
市場　69%

販売店等　237%

ＨＡＣＣＰシステムの
考え方を取り入れた自
主管理体制の普及

営業者、従事者への講習会の
実施回数

県衛生薬務課 174回／年 200回／年 135回／年 68% - 2

事業所毎に講習会を開催するな
ど、さらに積極的に取り組んで
いく。

1 147回／年

営業者、従事者の受講者数 県衛生薬務課 9,412人／年 11,000人／年 7622人／年 70% - 2

事業所毎に講習会を開催するな
ど、さらに積極的に取り組んで
いく。

1 9,020人／年

消費段階における安全
性の確保

県民への食品衛生知識
の普及

食品衛生講習会等の開催回数 県衛生薬務課 随時
各保健所１回以上

（８回以上）
全県：  20回 250% - 2

引き続き実施していく。

1
保健所別：４回
（４保健所）
全県：２回

きのこ鑑定会の実施 きのこ鑑定会開催回数 県林業振興課 13回／年 15回／年 15回／年 100％ 100% 2

引き続き実施

1 14回／年

輸入食品の安全性の確
保

輸入食品の監視指導及
び収去検査の実施

監視指導計画に基づく監視・
検査実施率

県衛生薬務課 － 100% 40検体 100% - 2

引き続き実施していく。

1 325%

食品衛生確保のための
調査研究

検査機関の業務管理
（ＧＬＰ）の徹底

ＧＬＰ外部及び内部点検の実
施回数

県衛生薬務課
外部点検1回/年
内部点検1回/年

外部点検1回/年
内部点検2回/年以上

外部点検 1 回/年
内部点検 1 回/年

100%
50%

67% 2

引き続き実施していく。
平成１９年度には、内部点検を
年2回実施予定

1
外部点検１回/年
内部点検１回/年

畜産物の生産のための
調査研究の推進

動物用医薬品の適正な
使用推進

食肉等への薬剤の残留回数 県畜産課 0回 0回 0回 達成 - 2 引き続き実施していく。 １ 0回

薬剤耐性菌発現状況の
把握

薬剤耐性菌の検査件数 県畜産課 12件 36件 49件 137% 155% 2 引き続き実施していく。 １ 25件

魚苗供給・試験指導の
充実

健全な種苗の生産 健全な種苗の需給率
県花き農水産
課

92% 100%
供給量 4.4トン
/需要量 6.7トン

( 66%)
66% - 2

養殖施設の整備及び技術研修に
より健全種苗の増産を目指す・ １

供給量4.7トン
　　/需要量7.7トン

(61%)

養殖魚の防疫対策 養殖業者への巡回指導
県花き農水産
課

43業者／全63業者
(68%)

全業者
(100%)

43業者/全54業者
( 80%)

80% 38% 2

継続して防疫体制確立のための
巡回指導を実施していく １

51業者/全63業者
(81%)

牛肉トレーサビリ
ティ・システム確立の
ための調査研究の推進

モデル小売店による生
産履歴情報の掲示

ﾊﾟﾈﾙ掲示店舗数 県畜産課 31店舗 40店舗 31店舗 78%  0% 2
モデル小売店への取組みについ
て、流通と連携しさらに推進し

ていく。
１ 31店舗
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行動計画の主な目標の達成等の状況（平成１７年度末）

（２）食品に関する正確な情報の提供

参　　考

適正な食品表示の徹底
食品表示合同調査の実
施

調査店舗数
県食品安全推
進室

150店舗／年 600店舗／年 149店舗／年 25%  -0% 2

県組織の見直しにより、地域食
品合同調査は実施方法が変更に
なるが引き続き実施する。

２ 178店舗／年

食品適正表示実施率100%の店
舗割合

県食品安全推
進室

21% 60% 53% 89%  82% 2

さらに取り組みを推進してい
く。 １ 40%

食品表示ウォッチャー
の設置

食品表示ウォッチャー数
県食品安全推
進室

全市町村140人 全市町村140人 全市町村128人 達成 - 2

引き続き実施していく。
市町村合併の進展に伴い人数の
見直しを行う。

１ 全市町村140人

トレーサビリティ・シ
ステムの整備

青果物等でのシステム
構築の検討

青果ネットカタログ等による
生産情報等の提供数

県果樹食品流
通課

7件 50件 52件 104% 105% 2

引き続き拡大していく。

１ 44件

ホームページによる県
産牛肉の生産履歴情報
の公開

ホームページアクセス数 県畜産課 作成中 20,000件／年 7,000件 35% - 2
さらに取り組みを推進してい

く。
１ 8,600件

食品の安全性に関する
情報提供

消費者等への情報提供
県のホームページアクセス件
数

県食品安全推
進室

3,000件／年 10,000件／年 約7,000件／年 70% 58% 2

分かりやすくホームページの作
成に引き続き取り組む ２ 7,500件／年

食品の安全性に関する
相談の受付、苦情の対
応

食品安全１１０番の設
置、運営

食品安全１１０番による相談
対応件数

県食品安全推
進室

50件／年 70件／年 82件／年 118% 160% 2

引き続き実施するとともに、食
品安全１１０番の啓発を行う １ 86件／年

消費生活相談員による
相談等の対応

消費生活相談員数
県食品安全推
進室

全市町村120人 全市町村120人 全市町村106人 達成 - 2

引き続き実施していく。
市町村合併の進展に伴い人数の
見直しを行う。

１ 全市町村120人

ホームページやイベン
トによる相談等の対応

相談対応件数
県食品安全推
進室

－ 20件／年 7件／年 35% - 2

イベントでの相談窓口設置を積
極的に進めるなど、さらに取り
組みを推進していく。

２ 4件／年

食の安全・安心につい
て普及・啓発

食の安全・安心フォー
ラムの開催

フォーラムの開催回数
県食品安全推
進室

２回／年 ６回／年 ５回／年 84% 75% 2

引き続き実施していく

１

意見交換会３回、
推進大会、フォー
ラム ４回／年

研修会の開催や勉強会
等への講師派遣

研修会等開催回数
県食品安全推
進室

10回／年 30回／年 14回／年 47% 20% 2

イベントでの相談窓口設置を積
極的に進めるなど、さらに取り
組みを推進していく。

１

県政出張講座
他 11回／年

栄養士、調理師、食生
活改善推進員等に対す
る研修会の実施

研修会への参加者数 県健康増進課 2,757人／年 3,000人／年 4,939人／年 165% 898% 2 引き続き実施していく。 １ 4,598人／年

商品テスト教室、出前
講座等の開催

受講者数 県県民生活課 1,500人／年 1,600人／年

・商品ﾃｽﾄ教室: 7
回、44人

・出前講座：6回､
115人

計　   159人

10% - 2

関係機関との連携や事業の周知
を行う中で取り組みを行ってい
く。

２

県民ニーズの
変化による事
業実施方法の
変更を行っ
た。

・商品ﾃｽﾄ教室：３
回、29人

・出前講座：26回､
1,146人

計　1,175人

情報誌による情報提供 情報誌の発行回数
県食品安全推
進室

－ ６回／年 ６回／年 100% - 2

引き続き実施していく。

１ ６回／年

＊「目標の達成の見込み」欄は、１：達成可能、２：達成困難、３：予想不可能
　「分類」欄は、１：廃止、２：継続、３：その他　　を記入してください。

平成16年度末実績

目標の
達成
見込み

備考目標とする事項 取り組み、事業 指標 関係部署
策定時(H15)

A
平成18年度末目標

B
平成17年度末実績

C

達成率
（％）
C/B

進捗率
（％）
(C-A)/
   (B-A)

今後の方針

内容分類
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行動計画の主な目標の達成等の状況（平成１７年度末）

（３）消費者、生産者、事業者の相互理解・信頼関係の確立

参　　考

消費者、生産者、事業
者との交流促進

児童・生徒・先生等の
牧場等への視察の実施

牧場等視察学校児童・生徒数
累計

県畜産課 2,420人 3,920人 4,337人 111% 128% ２ 引き続き実施していく。 １ 3,320人

消費者を対象とした生
産から流通現場の視察
や意見交換会の開催

見学会、交流会、意見交換会
の開催回数

県食品安全推
進室

６回／年 ６回／年 ６回／年 100% 100% 2 引き続き実施していく。 １ ５回／年

地産地消の推進
県産農産物の地産地消
の推進

地産地消サポーター数
県果樹食品流
通課

60人 600人 1,022人 171% 179% 2

引き続き登録拡大を推進する

１ 263人

県内市場における県産農産物
占有率

県果樹食品流
通課

21% 22% 19% 87% - 2

市場を経由した学校給食用食材
等の利用を推進していく。 １ 19%

きのこ・山菜料理教室
の開催

講習会開催回数 県林業振興課 ６回 ６回 ２回 34% ー 3

H17からは特用林産フェアとして
交流拠点での試食イベント等幅
広い参加が可能な内容にリ
ニューアルして実施中

３ ２回

学校給食等における地
域の農畜水産物の活用

学校給食への牛乳の年間供給
本数

県畜産課 約1,700万本／年 約1,700万本／年 約1,700万本／年 達成 100% ２ 引き続き実施していく。 １ 約1,700万本／年

学校給食用合理化機器の整備
学校数累計割合

県畜産課 8.70% 18.40% 10.70% 59% 21% ２ 引き続き実施していく。 ３

補助事業を活
用した整備数
のみ集計。

10.00%

米飯学校給食実施回数
県花き農水産
課

2.9回／週 3.0回／週 2.9回／週 97% 0% 2

国や農業団体が行う米消費拡大
対策と連動し、学校給食会や市
町村と連携を密にし、米飯学校
給食の推進を図る

１ 2.9回／週

米飯学校給食における県産米
の使用割合

県花き農水産
課

45% 80% 90% 113% 129% 2

県外産米使用町村に働きかかる
など、県産米１００％を目指し
た取り組みを推進する。

１ 90%

学校給食週間での取り組み
県スポーツ健
康課

全小中学校 全小中学校 全小中学校 100% 100% 2

引き続き実施

１ 全小中学校

食育の推進
農家での宿泊体験の実
施（畜産交流体験事
業）

畜産交流体験事業の実施回数 県畜産課 １回／年 １回／年 １回／年 100% 100% ２ 引き続き実施していく。 １ １回／年

学校給食関係者に対す
る食に関する研修会等
の実施

研修会等への参加人数
県スポーツ健
康課

3,200人 3,400人 1,950人 58% - 2

引き続き実施

１ 3,245人

食育実践地域活動支援
事業

食育ボランティアの育成数 県農政総務課 229人 600人
１団体(4,868人)

個人33人
169% 1252% 2 引き続き実施していく １

4,868人
（「山梨県食生活改
善推進員連絡協議
会」１団体（構成
員：4,868名）を登

録
「活動の手引き」

（平成１７年３月作
成）や講演会の開催
（平成１７年２月２
日）などにより資質
の向上を図った。）

食育出張講座の実施 出張講座の実施回数
山梨農政事務
所

－ 50回／年以上 61回／年 122% - 2

食育ボランティアを活用し、連
携しながら引き続き実施 1 63回／年

＊「目標の達成の見込み」欄は、１：達成可能、２：達成困難、３：予想不可能
　「分類」欄は、１：廃止、２：継続、３：その他　　を記入してください。

平成16年度末実績
備考

策定時(H15)
A

平成18年度末目標
B

平成17年度末実績
C 分類 内容

目標とする事項 取り組み、事業 指標 関係部署
達成率
（％）
C/B

今後の方針
目標の
達成
見込み

進捗率
（％）
(C-A)/
   (B-A)

－4－



行動計画の主な目標の達成等の状況（平成１７年度末）

（４）総合的な食の安全・安心対策を推進するための体制整備

参　　考

施策推進のための情
報・意見交換の充実

山梨県食品安全会議の
設置、運営

山梨県食品安全会議の開催回
数

県食品安全推
進室

３回／年 ３回／年 ３回／年 100% 100% 2

引き続き実施していく

１ ２回／年

県民ネットワークづく
りの推進

情報、意見交換会の開催回数
県食品安全推
進室

－ ３回／年 ３回／年 100% 100% 2

引き続き実施していく

１ ２回／年

市町村との連携、情
報・意見交換

市町村ネットワークの
構築

市町村ネットワーク参加市町
村数

県食品安全推
進室

－ 20市町村 29市町村 達成 - 2

相互リンクやコンテンツの充実
などを推進する １

市町村合併に
より市町村数
が変わってい
る

41市町村

ＮＰＯや食育ボラン
ティア、自主活動組織
との協働

栄養関係団体と連携し
た食育の実施

地元産物を活用した健康のた
めの料理講習会の開催

県健康増進課 随時 随時 182回／年 達成 - 2

随時支援していく

１ 52回／年

幼児から高齢者を対象とした
健康教室・料理講習会の開催

県健康増進課 随時 随時 147回／年 達成 - 2

随時支援していく

１ 85回／年

＊「目標の達成の見込み」欄は、１：達成可能、２：達成困難、３：予想不可能
　「分類」欄は、１：廃止、２：継続、３：その他　　を記入してください。

平成16年度末実績
備考

分類

達成率
（％）
C/B

今後の方針
目標の
達成
見込み

目標とする事項 取り組み、事業 指標 関係部署
策定時(H15)

A
平成18年度末目標

B
平成17年度末実績

C 内容

進捗率
（％）
(C-A)/
   (B-A)

－5－


